
はしがき

埼玉県は関東平野の中央に位置し、甲武信ヶ岳や雲取山など風光明媚な

秩父の山々、武蔵野の面影を今に残す平地林など、四季折々に表情を変え

る美しい自然に恵まれております。また、人口約７００万人、平均年齢３９．６

歳と、若さと活力に満ちた県です。

私は、「環境優先」「生活重視」の基本理念のもと、県政運営に取り組ん

でまいりました。この２月には、２１世紀の輝く「彩の国」の礎を築く「彩

の国５か年計画２１」を、多くの県民の皆様方の御意見を伺いながら策定い

たしました。この計画により、「環境・安心・元気プラン」を具体化し、

関東の都として成長を続ける「さいたま新都心」、「本庄地方拠点都市地域」、

川口の「さいたま新産業拠点・SKIP シティ」などの整備を進め、県の東

西南北と秩父の５つの地域に「職・住・遊・学」の充実した高度複合都市

圏をつくってまいりたいと考えております。

これらの施策を積極的に推進・展開していくためには、本県の置かれて

いる現状を的確に把握することが必要であり、その基礎資料となる統計の

果たす役割はますます重要になっております。

ここに、県民の皆様方に「彩の国さいたま」の特徴や現状について関心

と理解を深めていただくため、各分野にわたる基礎的な統計資料をまとめ

た「統計からみた埼玉県のすがた」を発刊いたします。本書が、多くの県

民の皆様方に広く活用されれば幸いです。

刊行に当たりまして、貴重な資料を御提供くださいました関係機関の御

厚意に深く感謝申し上げます。

平成１４年３月

埼玉県知事



利用にあたって

１ 「統計からみた埼玉県のすがた」は、自然と人口、健康と福祉、くらしと生活環境な
ど県民生活に関わりの深い様々な分野にわたり、本県の統計数値の全国での順位、また、
関連する県内の統計数値をあわせて示し、埼玉県のすがたを理解してもらおうとするも
のです。

２ 統計表等に表した「年」は暦年（１月から１２月）、「年度」は会計年度（４月から翌年
３月まで）を示します。

３ 統計データの出所は各項目ごとに標記していますが、比率、人口１人当たりの数値、
単位面積当たりの数値などの中には、資料の数値を加工して作成したものがあります。

４ 統計表によっては、端数処理等の関係で全国の数値と都道府県の内訳の計が一致しな
い場合があります。

５ 本県の順位とは、４７都道府県中に占める本県の順位を表したもので、すべて数値の大
きいものから順位付けしています。なお、他県と同じ数値の場合は原則として本県を優
先させています。

６ 都道府県の数値の中には、政令市等の数値を合計して算出しているものもあります。

７ 統計データは、できる限り公表されている最新年次のものを掲載していますが、編集
の関係上、最新データでないものもあります。

８ 統計データの出所資料及び作成機関名は、原則として資料公表時の名称になっていま
すが、グラフで使用している資料については、その最新年次の資料・作成機関名を標記
しています。

９ 平成１３年５月１日に浦和市・大宮市・与野市が合併して「さいたま市」となり、また、
川里村が「川里町」となりましたが、市町村の主要統計の数値は、各項目の調査時点の
市町村名で掲載しています。

１０ 統計表に用いた符号は、次のとおりです。
０ 単位未満
－ 零又は該当数字なし
… 不明又は資料なし
△ 減（マイナス）
χ 統計法第１４条による秘匿数

１１ 統計データについて、更に詳しく知りたい場合などは、資料作成機関又は埼玉県総務
部統計課にお問い合わせください。
【埼玉県総務部統計課】
統計資料担当 ０４８－８３０－２３３０（ダイヤルイン）

０４８－８２４－２１１１（代表）内線２３３０
統計課では、各種統計データをホームページで提供しています。
◇ 統計課ホームページ http : //www.pref.saitama.jp/A０１/BP００/top.html ◇
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